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２月 の主な行事 
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　今年は暖冬かと思いきや、１月
中旬より猛烈な吹雪の日々が続き
例年どおり寒さも増してまいりま
した。みなさま風邪などひいてい
ませんでしょうか。�編集者はみ
ごとに風邪をひいてしまいました。
朝起きるとのどが痛く、時間を追
うごとに体調も悪化。その日はど
うにか家に帰ったものの、体温を
測ったらなんと39度。“インフル
エンザ!?”と疑ってしまうほどの
高熱でした。幸い、翌日には37度
台に熱も下がり、インフルエンザ
ではなくただの風邪ですみました。
次の日から成人の日の３連休となっ
たため、ゆっくりと体調を整える
ことができました。�やはり健康
は大事ですね。久々に風邪をひき、
新年早々健康であることのありが
たみを実感いたしました。 
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○さわやか健康教室（保健センター） 

○移行学級 
○療育プレイ教室 

○ひよこくらぶ（保健センター） 
○心配ごと相談 

 
建国記念の日 

○乳児・1歳6ヶ月検診 
○配食サービス 

○保育所体験入所 

○第8回村民ボーリング大会 
　(見附ミナミボール)

○心配ごと相談 

○配食サービス 

○海洋教室 

○ちびっこ体育教室 

○確定申告（3月15日まで） 

○心配ごと相談 

○風しん予防接種 
○配食サービス 

○年金相談所開設 

○ひよこくらぶ（保健センター） 
○心配ごと相談 

○配食サービス 

○さわやか健康教室 
○シルバークッキング教室 

○ちびっこ体育教室 

　今月のもう一枚は、下富岡の賽
の神です。火が一番勢いよく燃え
上がっている様子を撮影しました。
この日は風が強く、風にあおられ
勢いよく燃え上がりました。また
撮影者も風邪をひいており、ダブ
ルで“カゼ”の環境のなか撮影と
なりました。 
　天候も悪く、体調も悪い。あま
りいい環境とはいえませんでしたが、
下富岡のみなさんが苦労して作り
上げた賽の神が天まで届けとばか
りに燃え上がると、撮影者も連続
してシャッターを切り一瞬の炎の
表情をのがさないようにしました。 
　今月はこうして、環境が悪い中
撮影した一枚です。 

和島村の人口と世帯数 
人　口　5 , 0 9 0人（－７人） 
　●男　2 , 4 5 3人（－４人） 
　●女　2 , 6 3 7人（－３人） 
世帯数　1 , 3 1 2戸（＋１戸） 

※12月末現在・（　）内は前月比 
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お問合せ先  
戸
籍
の
関
係
で
疑
問

や
ご
不
明
な
点
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、役
場

住
民
課
戸
籍
係
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 
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Q.

手
数
料
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？ 

A.

手
数
料
は
従
来
と
同
じ
で
全
部
事
項
証
明･

個
人
事
項
証
明
と

も
に
１
通
４
５
０
円
で
す
。 

Q.

全
て
の
戸
籍
事
務
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
る
の
で
す
か
？ 

A.

３
月
20
日
に
現
在
戸
籍
が
稼
動
し
ま
す
。
除
籍
を
含
め
て
平
成

16
年
度
中
に
全
て
の
戸
籍
事
務
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
ま
す
。 

 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化 Q

&
A

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化 Q

&
A

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化 Q

&
A

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化 Q

&
A

2

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
社
会
の
現
在
、
和
島
村
役
場
で
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る

事
務
処
理
が
数
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
戸
籍
事
務
に
つ
い
て
も

３
月
20
日
か
ら
稼
動
を
予
定
し
て
お
り
、
証
明
発
行
等
の
時
間
を
短
縮
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
（
現
在
戸
籍
の
み
３
月
20
日
か
ら
稼
動
予
定
。
除
籍

に
つ
い
て
は
平
成
16
年
度
を
稼
動
予
定
と
し
て
い
ま
す
。
） 

ま
た
戸
籍
情
報
シ
ス
テ
ム
に
係
る
デ
ー
タ
保
護
管
理
要
領
な
ど
で
個
人
情
報
の

保
護
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。 

戸
籍
事
務
が

戸
籍
事
務
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ

化
さ
れ
ま
す
ま
す 

3
月
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よ
り
よ
り 
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事
務
が
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戸
籍
事
務
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コ
ン
ピ
ュ
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さ
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す 

3
月
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日
よ
り 

こ
ん
な
利
点
が

な
利
点
が 
戸
籍
戸
籍
に
関
す
る
文
字

関
す
る
文
字 

戸
籍
証
明

戸
籍
証
明
の
名
称
名
称 

が
か
わ

が
か
わ
り
ま
す
ま
す 

こ
ん
な
利
点
が 
戸
籍
に
関
す
る
文
字 

戸
籍
証
明
の
名
称 

が
か
わ
り
ま
す 

           

　
戸
籍
は
人
の
身
分
関
係
を
登
録
・

公
証
す
る
極
め
て
重
要
な
帳
簿
で
、

一
つ
の
夫
婦
と
氏
を
同
じ
く
す
る
子

供
を
単
位
と
し
て
作
ら
れ
て
い

ま
す
。 

　
現
在
の
戸
籍
と
若
干
記
載
方

法
が
異
な
り
ま
す
が
、
明
治
時

代
か
ら
の
戸
籍
を
保
管
し
て
あ

り
ま
す
の
で
自
分
の
先
祖
を
た
ど
っ

て
み
る
の
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

　
過
去
帳
等
に
も
載
っ
て
い
な
い

ご
親
族
の
方
や
新
し
い
発
見
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。 

戸
籍
謄
本
と
戸
籍
抄
本
の
違
い
は
？ 

　
戸
籍
謄
本
と
は
、
そ
の
戸
籍
に

記
載
さ
れ
て
い
る
家
族
全
員
を

転
写
し
た
も
の
を
い
い
ま
す
。 

　
戸
籍
抄
本
と
は
、
戸
籍
に
記

載
さ
れ
て
い
る
、
家
族
の
一
人
と
か

二
人
な
ど
、一
部
分
を
転
写
し
た

も
の
を
い
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
戸
籍
は
和
紙
に
手
書
き

や
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
で
記
載
し
て
き

ま
し
た
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
に
し

ま
す
と
電
子
デ
ー
タ
で
の
処
理
に
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
戸
籍
事
項
の
記

載
内
容
の
確
認
が
容
易
と
な
り
、
届

出
か
ら
証
明
の
発
行
ま
で
の
時
間
が

短
縮
さ
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
原
簿
が
電
子
デ
ー
タ
で
保

存
さ
れ
て
い
る
為
、
痛
み
や
老
朽
化

の
心
配
も
な
く
な
り
、
火
災
等
か
ら

守
る
こ
と
も
容
易
に
な
り
ま
す
。 

 

　
戸
籍
に
は
、
常
用
漢
字
・
人
名
用

漢
字
、
そ
の
他
一
般
に
、
通
用
し
て

い
る
文
字
で
記
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
現
在
の
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る

文
字
に
は
、
辞
典
に
載
っ
て
い
な
い
文

字
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
に
入
力
す
る
と
き
は
そ
の
字
種
と

字
体
に
対
応
し
た
「
使
用
で
き
る
文
字
」

に
置
き
換
え
て
作
成
し
ま
す
。 

　
文
字
を
置
き
換
え
る
必
要
の
あ
る

方
に
は
、
２
月
下
旬
に
通
知
致
し
ま

す
の
で
必
ず
内
容
を
確
認
願
い
ま
す
。 

・
戸
籍
謄
本
↓
「
全
部
事
項
証
明
」

へ
様
式
も
Ｂ
４
横
長
か
ら
Ａ
４
縦

長
に
変
わ
り
ま
す
。 

・
戸
籍
抄
本
↓
「
個
人
事
項
証
明
」

へ
様
式
も
Ｂ
５
縦
長
か
ら
Ａ
４
縦

長
に
変
わ
り
ま
す
。 

※
「
全
部
事
項
証
明
」
、
「
個
人
事

項
証
明
」
と
も
事
項
別
横
書
き
で

公
印
は
黒
色
の
電
子
公
印
を
使
用

し
ま
す
。 
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｛その年中に支払った医療費｝－ 

｛保険金などで補てんされる金額｝＝｛Ａ｝ 
 

｛Ａ｝－｛10万円又は所得の5％どちら

か少ない金額｝ 

＝医療費控除額（最高200万円） 

〈医療費控除額の計算方法〉 

                 

○
障
害
者
・
特
別
障
害
者
控
除
に
つ
い
て 

　
身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育
手
帳
な

ど
が
交
付
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
申

請
に
よ
り
、
障
害
の
程
度
が
同
程
度

と
村
長
が
認
定
し
た
場
合
に
は
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。 

○
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
に
つ
い
て 

　
昨
年
以
前
か
ら
引
き
続
い
て
控
除

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
、

医
師
が
発
行
す
る
「
お
む
つ
使
用
証

明
書
」
が
無
く
て
も
、
申
請
に
よ
り
、

村
長
が
発
行
す
る
書
類
を
添
付
す
る

こ
と
で
引
き
続
い
て
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。 

■
申
請
・
お
問
合
せ 

役
場
住
民
課
住
民
福
祉
係 

(
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医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
方 

 

　
次
の
計
算
を
し
て
、
医
療
費
控
除
の

あ
る
方
。
（
注
　
源
泉
徴
収
税
額
の
あ

る
方
に
限
り
還
付
さ
れ
ま
す
） 

 

◆
医
療
費
と
は
… 

　
医
師
等
に
よ
る
診
療
等
を
受
け
る
た

め
に
直
接
必
要
な
費
用
で
、
次
の
よ
う

な
も
の
に
限
ら
れ
ま
す
。 

①
医
師
・
歯
科
医
師
に
支
払
っ
た
診
療

費
・
治
療
費 

②
診
療
・
治
療
の
た
め
の
医
薬
品
の
購

入
費
用 

③
入
院
費
・
通
院
費 

④
あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
指
圧
師
・

は
り
師
・
き
ゅ
う
師
な
ど
に
支
払
っ

た
施
術
費 

⑤
保
健
師
や
看
護
師
・
そ
の
他
療
養
上

の
世
話
を
受
け
る
た
め
特
別
に
依
頼

し
た
ひ
と
に
支
払
っ
た
費
用 

⑥
助
産
師
に
よ
る
分
娩
介
助
を
受
け
る

た
め
に
支
払
っ
た
費
用 

⑦
６
ヶ
月
以
上
寝
た
き
り
の
人
の
お
む
つ
代 

（
※
注
） 

・
医
師
が
発
行
し
た
「
お
む
つ
使
用
証

明
書
」
と
、
そ
の
証
明
書
を
も
ら
っ

た
日
以
後
の
「
お
む
つ
代
の
領
収
書
」

が
必
要
で
す
。 

・
領
収
書
に
は
、
お
む
つ
使
用
者
の
氏

名
お
よ
び
成
人
用
の
お
む
つ
代
で
あ

る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

必
要
で
す
。 

《
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
る
医
療
費

は
、
そ
の
年
に
実
際
に
支
払
っ
た
も

の
に
限
ら
れ
ま
す
》 

 

◆
ご
注
意
く
だ
さ
い
！ 

　
次
の
よ
う
な
も
の
は
、
医
師
等
に
よ

る
診
療
費
の
費
用
と
は
い
え
ま
せ
ん
の

で
医
療
費
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。 

①
容
姿
を
美
化
し
、
容
ぼ
う
を
変
え
る

な
ど
の
目
的
で
支
払
っ
た
整
形
手
術

の
費
用 

②
健
康
増
進
や
病
気
予
防
な
ど
の
た
め

の
医
薬
品
の
購
入
費 

③
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
の
健
康
診
断
の
た

め
の
費
用
（
但
し
、
健
康
診
断
の
結

果
、
重
大
な
疾
病
が
発
見
さ
れ
、
引

き
続
き
治
療
を
受
け
る
と
き
の
こ
の

費
用
は
医
療
費
に
含
ま
れ
ま
す
） 

④
親
族
に
支
払
う
療
養
上
の
世
話
の
費
用 

⑤
治
療
を
目
的
と
し
な
い
近
視
・
遠
視

の
た
め
の
眼
鏡
の
購
入
費 

⑥
お
む
つ
（
前
記
⑦
に
該
当
す
る
も
の

を
除
く
）
・
寝
具
類
の
費
用
お
よ
び

医
師
等
に
支
払
っ
た
謝
礼
金 

⑦
通
院
に
自
家
用
車
を
使
用
し
た
場
合

の
ガ
ソ
リ
ン
代 

⑧
医
師
等
の
診
察
等
に
関
係
な
く
購
入

し
た
補
聴
器
等
の
購
入
費 

⑨
カ
ツ
ラ
の
購
入
費 

 

◆
「
保
険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
る
金
額
」

と
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
を
い
い
ま
す 

①
支
払
っ
た
医
療
費
の
う
ち
健
康
保
険

組
合
・
共
済
組
合
な
ど
か
ら
補
て
ん
を

受
け
る
医
療
費
・
分
娩
費
・
家
族
医
療

費
・
配
偶
者
分
娩
費
な
ど
の
給
付
金 

②
損
害
保
険
や
生
命
保
険
の
疾
病
障
害

特
約
等
に
も
と
づ
い
て
支
払
わ
れ
る

入
院
給
付
金 

③
加
害
者
か
ら
損
害
賠
償
と
し
て
補
て

ん
を
受
け
る
医
療
費
な
ど 

《
「
保
険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
る
金
額
」

が
申
告
時
ま
で
に
確
定
し
て
い
な
い
場

合
に
は
、見
込
額
に
よ
り
ま
す
》 

  

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を 

 

受
け
ら
れ
る
方
へ 

 

◆
要
件
（
平
成

 15
年
入
居
の
場
合
） 

１
新
築
住
宅 

①
住
宅
取
得
後
６
ヶ
月
以
内
に
入
居
し

引
き
続
き
住
ん
で
い
る
こ
と 

②
家
屋
の
床
面
積（
登
記
面
積
）が

 50
㎡

以
上
で
あ
る
こ
と 

③
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
が
、
専
ら

自
己
の
居
住
用
で
あ
る
こ
と 

④
控
除
を
受
け
る
年
の
所
得
金
額
が
３

千
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と 

⑤
入
居
し
た
年
及
び
そ
の
年
の
前
後
２

年
以
内
に
譲
渡
所
得
の
課
税
の
特
例

（
３
千
万
円
の
特
別
控
除
、買
換
え
、

交
換
の
特
例
な
ど
）
を
受
け
て
い
な

い
か
、
又
は
受
け
な
い
こ
と 

⑥
民
間
の
金
融
機
関
や
住
宅
金
融
公
庫

な
ど
の
住
宅
ロ
ー
ン
等
を
利
用
し
て

い
る
こ
と 

⑦
住
宅
ロ
ー
ン
等
の
返
済
期
間
が

 10
年

以
上
で
、
し
か
も
月
賦
の
よ
う
に
分

割
し
て
返
済
す
る
こ
と 

２
中
古
住
宅 

①
１
（
新
築
住
宅
）
の
要
件
に
あ
て
は

ま
る
こ
と 

②
そ
の
家
屋
の
取
得
の
日
以
前

 20
年
以

内
（
耐
火
建
築
の
場
合
は

 25
年
以
内
）

に
建
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と 

③
建
築
後
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
こ
と 

３
増
改
築 

①
増
改
築
を
し
た
後
の
家
屋
の
床
面
積

（
登
記
面
積
）
が

 50
㎡
以
上
で
、
し

か
も
１
（
新
築
住
宅
）
の
要
件
の
①
、

③
〜
⑦
に
あ
て
は
ま
る
こ
と 

②
増
築
、
改
築
、
大
規
模
の
修
繕
、
大

規
模
の
模
様
替
え
の
工
事
で
あ
る
こ

と
に
つ
き
一
定
の
証
明
が
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と 

③
増
改
築
等
の
工
事
費
用
が
１
０
０
万

円
を
越
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と 

④
自
己
の
居
住
の
た
め
の
部
分
の
工
事

費
用
額
が
、
増
改
築
等
の
工
事
費
用

総
額
の
２
分
の
１
以
上
で
あ
る
こ
と 

 

※
平
成

 15
年
１
月
１
日
か
ら

 12
月

 31
日

ま
で
に
居
住
し
た
場
合
は

 10
年
間
、

特
別
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
法
改
正
や
諸
要
件
な
ど
に
よ
り

取
り
扱
い
が
異
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
不
明
な
点
は
遠
慮
な
く
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

 

4

所得税の確定申告 期間　2月16日（月）～3月15日（月） 

日

に

ち 

２
／
16
日

（月）
 

上
小
島
谷
、
中
小
島
谷 

下
小
島
谷
、
駅
前 

中
沢
、
梅
田 

東
保
内 

下
富
岡
、
若
野
浦 

阿
弥
陀
瀬
、
高
畑 

日
野
浦 

　
　
17
日

（火）
 

　
　
18
日

（水）
 

　
　
19
日

（木）
 

　
　
20
日

（金）
 

　
　
23
日

（月）
 

　
　
24
日

（火）
 

　
　
25
日

（水）
 

　
　
26
日

（木）
 

　
　
27
日

（金）
 

３
／
１
日

（月）
 

　
　
２
日

（火）
 

　
　
３
日

（水）
 

　
　
４
日

（木）
 

　
　
５
日

（金）
 

　
　
８
日

（月）
 

　
　
９
日

（火）
 

　
　
10
日

（水）
 

　
　
11
日

（木）
 

　
　
12
日

（金）
 

　
　
15
日

（月）
 

地
　
　
　
域 

村
田 

城
之
丘 

両
高 

上
桐 

三
瀬
ヶ
谷
、
北
野 

根
小
屋
、
荒
巻 

新
田
、
中
央 

下
町
上
、
下
町
下 

川
端
、
道
城
下 

法
善
町
、
寺
町
、
小
谷 

　
平
成
15
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
２
月
16
日
（月）
か
ら
３
月
15

日
（月）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
申
告
期
限
終
了
間
近
に
な
り
ま
す
と
相

談
会
場
は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。 

（
土
・
日

曜
日
は
閉
庁
日
で
す
。
） 

         

　
所
得
税
は
、
自
分
の
所
得
の
状
況
を

最
も
よ
く
知
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
自
身

が
税
法
に
従
っ
て
自
分
の
所
得
と
税
額

を
正
し
く
計
算
し
、
期
限
内
に
申
告
、

納
税
す
る
と
い
う
「
申
告
納
税
制
度
」

を
採
用
し
て
い
ま
す
。 

　
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

方
が
申
告
し
な
か
っ
た
り
、
誤
っ
た
申

告
を
し
ま
す
と
、
後
で
不
足
の
税
金
を

納
め
る
だ
け
で
な
く
、
加
算
税
や
延
滞

税
も
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

    

①
事
業
を
し
て
い
る
場
合
、
不
動
産
収

入
の
あ
る
場
合
及
び
土
地
や
建
物
を
売

っ
た
場
合
な
ど
で
、
平
成

 15
年
中
の
所

得
金
額
の
合
計
額
か
ら
所
得
控
除
等
の

合
計
額
を
差
し
引
き
、
そ
の
金
額
を
基

に
算
出
し
た
税
額
が
配
当
控
除
額
と
定

率
減
税
額
を
超
え
る
と
き 

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
年
収
が

２
、
０
０
０
万
円
を
超
え
る
と
き
、
給

与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
金
額

の
合
計
が

 20
万
円
を
超
え
る
と
き 

    

　
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
、
山
林
所

得
の
あ
る
人
で
、
確
定
申
告
書
を
提
出

す
る
人
は
、
そ
の
年
の
総
収
入
金
額
や

必
要
経
費
の
内
訳
を
記
載
し
た
収
支
内

訳
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

            

　
申
告
書
を
自
分
で
書
く
と
き
は
、
「
所

得
税
の
確
定
申
告
の
手
引
き
」
や
「
申

告
書
の
書
き
方
」
を
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。
「
申
告
書
の
書
き
方
」
に
示
さ

れ
て
い
る
番
号
順
に
記
入
し
て
い
く
と
、

所
得
や
税
額
の
計
算
が
簡
単
に
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
自
分

で
記
入
し
て
お
早
め
に
郵
送
な
ど
に
よ

り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

    

　
平
成

 15
年
分
の
確
定
申
告
に
よ
る
所

得
税
の
納
期
限
は
平
成

 16
年
３
月

 15
日

 （月）
で
す
。
で
き
る
だ
け
早
め
に
お
済
ま

せ
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
振
替
納
税
を
す
で
に
利
用
さ

れ
て
い
る
方
は
、
指
定
さ
れ
た
預
貯
金

口
座
の
残
高
を
確
認
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。
振
替
納
税
を
ま
だ
利
用
さ
れ
て

な
い
方
は
、
納
税
の
た
め
の
手
数
が
省

け
、
う
っ
か
り
納
期
限
を
忘
れ
て
し
ま

う
こ
と
も
な
い
振
替
納
税
が
と
て
も
便

利
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

   

■
相
談
受
付 

　
午
前
９
時
〜

 11
時

 30
分 

　
午
後
１
時
〜
４
時

 30
分 

■
会
　
　
場 

　
和
島
村
役
場
３
階
「
大
会
議
室
」 

■
申
告
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は 

　
役
場
総
務
課
税
務
係
（
　

 74
―
３
１

１
１
　
内
線
２
６
１
・
２
６
２
）又
は
、

長
岡
税
務
署
（
　

 33
―
５
２
５
２
）へ 

 

                          

・
営
庶
業
関
係
の
方
は
、
和
島
村
で
の

相
談
日
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
直
接

長
岡
税
務
署
等
へ
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。 

・
日
程
表
は
あ
く
ま
で
目
安
で
す
の
で
、

指
定
日
に
都
合
の
つ
か
な
い
方
は
、

ご
自
分
の
都
合
の
よ
い
日
に
お
で
か

け
く
だ
さ
い
。 
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地
域
名 

氏
　
　
　
　
名 

上
小
島
谷 

中
小
島
谷 

下
小
島
谷 

駅
　
　
前 

小

島

谷 

下

富

岡 

若

野

浦 

阿
弥
陀
瀬 

高
　
　
畑 

日

野

浦 

中
　
　
沢 

梅
　
　
田 

東

保

内 

村
　
　
田 

城

之

丘 

両
　
　
高 

小
谷
松
　
　
繁
雄 

久
須
美
　
　
　
實 

山
　
田
　
信
　
一 

小
　
熊
　
教
　
男 

久
　
住
　
　
　
等 

関
　
川
　
幸
　
郎 

細
　
山
　
英
　
夫 

八
　
子
　
勝
　
夫 

小
　
黒
　
洋
　
一 

平
　
澤
　
和
　
雄 

大
　
矢
　
　
　
保 

田
　
村
　
浜
　
一 

船
　
越
　
　
　
穰 

矢
　
沢
　
健
　
一 

菊
　
地
　
武
　
典 

小
　
黒
　
　
　
勇 

 

地
域
名 

氏
　
　
　
　
名 

上
　
　
桐 

三
瀬
ヶ
谷 

北
　
　
野 

根

小

屋 

荒
　
　
巻 

新
　
　
田 

中
　
　
央 

下

町

上 

下

町

下 

川
　
　
端 

道

城

下 

法

善

町 

寺
　
　
町 

小
　
　
谷 

島
　
　
崎 

大
　
矢
　
弘
　
陸 

竹
　
内
　
　
　
進 

菊
　
地
　
三
　
郎 

栗
　
林
　
仁
六
郎 

山
　
田
　
　
　
忠 

早
　
川
　
清
　
松 

三
　
河
　
　
　
保 

早
　
川
　
清
三
郎 

早
　
川
　
英
　
一 

早
　
川
　
　
　
寿 

山
　
田
　
達
　
平 

早
　
川
　
忠
　
男 

早
　
川
　
　
　
隆 

河
　
上
　
康
　
栄 

早
　
川
　
淺
五
郎 

平
成
16
年
１
月
22
日
現
在 

　
平
成

 16
年
の
各
地
区
の
区
長
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た
。
今
年
１
年
間
、
み
な
さ
ん

と
の
連
絡
役
を
お
願
い
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
（
敬
称
略
） 

◎
児
童
扶
養
手
当 

 

　
父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
父
と
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
の
健
や

か
な
成
長
を
願
い
、
児
童
が
育
成
さ
れ

る
家
庭
の
生
活
の
安
定
と
自
立
の
促
進

の
た
め
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。 

◎
対
象
者 

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童
を
、

主
に
母
子
家
庭
等
の
母
な
ど
が
監

護
し
て
い
る
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。 

 （1）
父
母
が
離
婚
し
た
児
童 

 （2）
父
が
死
亡
し
た
児
童 

 （3）
父
が
重
度
の
障
害
の
状
態
（
年
金
の

障
害
等
級
が
１
級
程
度
）に
あ
る
児

童
で
、
公
的
年
金
給
付
の
額
の
加
算

対
象
と
な
っ
て
い
な
い
児
童 

 （4）
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童 

 （5）
父
か
ら
引
き
続
き
１
年
以
上
遺
棄

さ
れ
て
い
る
児
童 

 （6）
父
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き
１
年

以
上
刑
務
所
な
ど
に
拘
禁
さ
れ
て
い

る
児
童 

 （7）
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た

児
童 

 （8）
棄
児
な
ど
で
出
生
の
事
情
が
明
ら
か

で
な
い
児
童 

 

◎
支
給
内
容 

　
（
世
帯
の
所
得
額
に
よ
る
制
限
あ
り
） 

・
全
部
支
給 

　
↓
月
額
４
２
、０
０
０
円 

・一
部
支
給 

　
↓
所
得
に
応
じ
て
、４
１
、９
９
０
円

か
ら
９
、９
１
０
円
ま
で
の

 10
円

き
ざ
み
の
金
額
と
な
り
ま
す
。 

◎
支
給
手
続 

　
次
の
書
類
を
ご
持
参
の
上
、
住
民
課

住
民
福
祉
係
で
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。 

・
請
求
者
及
び
対
象
児
童
の
戸
籍
謄
本 

・
世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し
（
続
柄
、

本
籍
表
示
の
あ
る
も
の
。
） 

・
口
座
振
替
申
込
書
（
金
融
機
関
に
確

認
印
が
必
要
） 

・
認
印
、そ
の
他
請
求
の
内
容
に
よ
り
必

要
と
な
る
書
類
、
証
明
書 

 

◎
特
別
児
童
扶
養
手
当 

 

　
精
神
又
は
身
体
（
内
科
的
疾
患
を
含

む
。
）に
一
定
の
障
害
を
有
す
る
児
童
の

福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
支
給
す
る
手
当
で
す
。 

 

◎
対
　
象 

　
知
的
障
害
も
し
く
は
身
体
障
害
の

状
態
に
あ
る
児
童
を
監
護
し
て
い
る
父

ま
た
は
母
、
も
し
く
は
父
母
に
代
わ
っ

て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
。 

◎
支
給
内
容 

・
重
度
の
場
合 

　
↓
月
額
５
１
、１
０
０
円 

・
中
度
の
場
合 

　
↓
月
額
３
４
、０
３
０
円 

※
児
童
福
祉
施
設
入
所
者
（
母
子
入

所
は
除
く
）や
所
得
が
制
限
以
上
の
人

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。 

◎
支
給
手
続 

　
次
の
書
類
を
ご
持
参
の
上
、
住
民
課

住
民
福
祉
係
で
手
続
を
し
て
下
さ
い
。 

・
請
求
者
及
び
対
象
児
童
の
戸
籍
謄
本 

・
世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し
（
続
柄
、

本
籍
表
示
の
あ
る
も
の
。
） 

・
対
象
児
童
の
障
害
に
関
す
る
医
師
の

診
断
書（
用
紙
は
住
民
課
に
あ
り
ま
す
。
） 

・
認
印
、そ
の
他
請
求
の
内
容
に
よ
り
必

要
と
な
る
書
類
、
証
明
書
な
ど 

・
請
求
者
名
義
の
郵
便
局
の
通
帳 

◎
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
・
住
民
福

祉
係
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

　
　
　
　
　
　
　
（
�

 74
―
３
１
１
１
） 
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トピックス 

五
穀
豊
穣
、無
病
息
災
を
願
っ
て 
古
式
ゆ
か
し
く
伝
統
の
神
事 

楽
し
い
ひ
と
と
き
プ
レ
ゼ
ン
ト 

無
火
災
へ
の
誓
い
を
新
た
に 

   

　
１
月

 11
日

 （日）
、
小
正
月
の
行
事
「
賽

の
神
」
が
村
内
各
地
で
行
な
わ
れ
ま
し

た
。 

　
下
富
岡
地
区
で
は
、
午
後
３
時

 30
分
、

年
男
、
年
女
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸

に
点
火
。
大
人
の
４
、
５
倍
は
あ
る
巨

大
な
賽
の
神
は
勢
い
よ
く
燃
え
上
が
り
、

あ
た
り
は
人
々
の
歓
声
や
「
パ
ン
、
パ

ン
」
と
弾
け
る
竹
の
音
で
賑
い
ま
し
た
。

正
月
飾
り
や
ス
ル
メ
を
手
に
駆
け
つ
け

た
大
勢
の
人
た
ち
は
、
振
舞
わ
れ
た
御

神
酒
や
甘
酒
を
飲
み
な
が
ら
、
今
年
１

年
間
の
無
病
息
災
や
五
穀
豊
穣
、
家
内

安
全
を
祈
り
つ
つ
、
小
正
月
の
行
事
を

楽
し
み
ま
し
た
。 

   

　
 12
月

 19
日

 （金）
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
る
お
年
寄
り
を
ゆ
き
わ
り
荘

に
招
い
て
昼
食
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
日
頃
配
食
サ
ー
ビ
ス
に
携

わ
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
ら
と

一
緒
に
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が

ら
、
和
気
あ
い
あ
い
の
時
間
を
す
ご
し

ま
し
た
。 

　
ま
た
、
昼
食
会
ま
で
の
待
ち
時
間
に

は
保
育
所
の
地
域
ふ
れ
あ
い
活
動
と
し

て
行
わ
れ
た
子
供
た
ち
の
歌
や
お
ゆ
う

ぎ
を
楽
し
ん
だ
ほ
か
、
肩
た
た
き
の
サ
ー

ビ
ス
も
あ
り
、
参
加
者
は
子
供
た
ち
と

の
触
れ
あ
い
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

   

　
１
年
間
の
農
作
物
の
作
柄
を
占
う
伝

統
神
事
「
筒
粥
祭
」
が
１
月

 14
日

 （水）
の

夜
、
氏
子
の
み
な
さ
ん
や
関
係
者
ら
大

勢
の
人
が
見
守
る
な
か
、
島
崎
の
宇
奈

具
志
神
社
で
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。 

　
長
い
歴
史
を
持
つ
こ
の
神
事
は
、
豆

柄
で
炊
い
た
粥
に
葦
の
筒
を
入
れ
て
、

筒
の
中
に
入
っ
た
米
の
数
で
今
年
１
年

間
の
農
作
物
の
作
柄
を
占
う
と
い
う
も

の
。
３
粒
以
上
入
っ
て
い
れ
ば
大
吉
、

１
粒
か
２
粒
で
あ
れ
ば
吉
、
何
も
入
っ

て
い
な
け
れ
ば
半
吉
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
年
の
結
果
は
と
い
う
と
、
苗
が
半

吉
、
麦
が
半
吉
、
早
稲
が
半
吉
、
中
稲

が
吉
、
晩
稲
が
半
吉
と
い
う
結
果
と
な

り
ま
し
た
。 

                

　
新
年
を
迎
え
て
火
災
や
災
害
の
な
い

１
年
間
を
と
、
決
意
も
新
た
に
和
島
村

消
防
団
の
出
初
式
が
１
月
４
日

 （日）
、
大

体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
は
、
全
団
員
が
一
同
に
会
し
行

な
わ
れ
、
一
年
間
の
無
火
災
へ
誓
い
を

新
た
に
し
て
い
ま
し
た
ま
た
式
典
の
後

に
は
一
斉
放
水
も
行
な
わ
れ
、
日
頃
の

訓
練
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
て
い
ま

し
た
。 

　
小
さ
な
気
の
緩
み
か
ら
火
災
は
発
生

し
ま
す
。
こ
の
時
期
は
石
油
ス
ト
ー
ブ

な
ど
火
を
取
り
扱
う
こ
と
が
多
く
な
り

ま
す
。
火
災
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 
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〜
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
　
　
　
　
　
　
　 

ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ク
ー
ル
〜 

〜
剣
道
教
室
〜 

〜
白
銀
の
世
界
へ
〜 

和
島
村 

青
少
年
育
成
村
民
会
議
会
費
納
入
の
お
礼 

和
島
村 

青
少
年
育
成
村
民
会
議
会
費
納
入
の
お
礼 

〜
紙
粘
土
＆
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
教
室
〜 

和島村青少年育成村民会議 
地区別会費納入一覧 

和島村青少年育成村民会議 
地区別会費納入一覧 

和島村青少年育成村民会議 
地区別会費納入一覧 

　
 12
月

 21
日

 （日）
、
少
年
剣
道
教
室
の
稽

古
納
め
と
餅
つ
き
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

　
子
供
た
ち
は
、４
月
の
開
講
式
以
来
、

毎
週
火
曜
と
金
曜
の
練
習
、
そ
し
て
事

業
計
画
に
よ
る
各
種
大
会
や
合
宿
講
習

に
励
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
剣
道
を
通
じ
て
青
少
年
の
健
全
な
精

神
を
養
い
、
心
身
と
も
に
健
康
で
明
朗

活
発
な
た
く
ま
し
い
青
少
年
を
育
て
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
教
室
。
受
講
生
は

こ
れ
ま
で
大
き
な
ケ
ガ
も
な
く
、
み
ん

な
元
気
に
稽
古
納
め
が
で
き
た
こ
と
に

感
謝
し
て
、
保
護
者
会
の
皆
さ
ん
が
計

画
し
た
「
餅
つ
き
大
会
」
で
締
め
く
く

り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
新
し
い
稽
古
始
め
が
１
月
９

日
 （金）

に
行
わ
れ
、
小
中
学
生
は
厳
し
い

寒
さ
の
な
か
大
き
な
声
を
張
り
上
げ
て
、

元
気
に
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
と
、
公
共

の
場
で
の
集
団
活
動
を
学
習
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
中
学
生
を
対
象
と
し
た
『
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ク
ー
ル
』
が
１

泊
２
日
の
日
程
で
妙
高
池
の
平
温
泉
ス

キ
ー
場
を
会
場
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

　
初
日
は
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
初
体
験
、

更
に
は
ス
キ
ー
場
に
来
た
の
も
生
ま
れ

て
初
め
て
と
い
う
参
加
者
も
い
て
大
苦

戦
。
し
か
し
、
中
学
校
教
諭
の
小
方
先

生
と
荒
井
先
生
の
温
か
い
言
葉
が
け
や

指
導
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、
初
心
者
の
技

術
も
向
上
し
、
現
地
の
人
も
驚
く
ほ
ど

の
快
晴
同
様
、
参
加
者
た
ち
は
満
面
の

笑
顔
。
く
っ
き
り
姿
を
見
せ
て
く
れ
た

妙
高
山
の
大
パ
ノ
ラ
マ
を
バ
ッ
ク
に
、

そ
れ
ぞ
れ
が
雄
大
な
白
銀
の
キ
ャ
ン
パ

ス
に
思
い
思
い
の
シ
ュ
プ
ー
ル
を
描
い

て
い
ま
し
た
。 

   

【
北
辰
中
１
年
　
佐
々
木
　
貢
】 

　
僕
は
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
初
体
験
だ
っ

た
の
で
、
最
初
は
滑
れ
な
い
で
終
わ
る

だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
。
で
も
、
先
生

方
の
優
し
い
指
導
の
お
か
げ
で
滑
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
本
当
に
楽
し
い
一
日

だ
っ
た
。 

 

【
北
辰
中
２
年
　
藤
田
　
明
乃
】 

　
私
は
、
今
回
の
ス
ク
ー
ル
で
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
を
し
ま
し
た
。
初
め
て
で
と
ま

ど
う
こ
と
も
あ
っ
た
け
ど
、
み
ん
な
で

滑
っ
た
り
、
転
ん
だ
り
し
て
、
と
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す
。 

  

地区名 
上小島谷 
中小島谷 
下小島谷 
駅　　前 
下 富 岡 
若 野 浦 
阿弥陀瀬 
高　　畑 
日野浦 
中　　沢 
梅　　田 
東 保 内 
村　　田 
城 之 丘 
両　　高 

 

 
９,３００ 
１２,９００ 
１５,９００ 
３０,０００ 
１６,８００ 
４,２００ 
８,４００ 
６,０００ 
１３,２００ 
１６,８００ 
６,０００ 
２７,６００ 
１８,３００ 
１１,４００ 
２２,２００ 

 

会　費 地区名 
上　　桐 
三瀬ヶ谷 
北　　野 
根 小 屋 
荒　　巻 
新　　田 
中　　央 
下 町 上 
下 町 下 
川　　端 
道 城 下 
法 善 町 
寺　　町 
小　　谷 
合　　計 

 
２７,６００ 
４,５００ 
２１,０００ 
５,７００ 
１４,９０５ 
６,９００ 
１０,８００ 
１７,１００ 
１８,３００ 
９,３００ 
６,０００ 
８,７００ 
７,８００ 
２,１００ 

３７９,７０５ 

会　費 

　
１
月

 18
日

 （日）
妙
高
高
原
町
　
池
の
平

温
泉
ス
キ
ー
場
を
会
場
に
『
村
民
ス
キ
ー

＆
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
ツ
ア
ー

 in
池
の
平
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
快
晴
の
ス
キ
ー
日
和
で
、

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
年
齢
層

の
方
々

 47
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
「
子

ど
も
と
楽
し
そ
う
に
滑
る
ボ
ー
ダ
ー
フ
ァ

ミ
リ
ー
」
「
白
銀
の
世
界
を
優
雅
に
楽

し
む
ス
キ
ー
ヤ
ー
」
「
お
父
さ
ん
、
ス

キ
ー
に
疲
れ
一
足
早
め
に
雪
見
酒
」
「
疲

れ
た
体
を
温
泉
で
癒
す
人
」
等
々
、
白

銀
の
世
界
を
皆
さ
ん
思
い
思
い
な
楽
し

み
方
を
し
た
１
日
ツ
ア
ー
と
な
り
ま
し

た
。
帰
り
の
バ
ス
の
中
で
は
、
日
焼
け

し
た
顔
で
楽
し
か
っ
た

 （？）
思
い
出
を
夢

見
る
子
供
た
ち
の
寝
顔
が
印
象
的
で

し
た
。 

 

　
和
島
村
少
年
育
成
村
民
会
議（
会
長
、

久
住
　
等
）
で
は
、
昨
年

 11
月
か
ら

 12

月
に
か
け
て
各
地
域
の
区
長
さ
ん
を
通

じ
、
村
民
の
皆
様
か
ら
会
員
に
な
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
、
平
成

 14
年
と
ほ
ぼ
同
数
の
１
２
６

６
世
帯
か
ら
加
入
し
て
い
た
だ
き
下
記

の
よ
う
な
会
費
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
れ

も
ひ
と
え
に
村
民
各
位
の
ご
理
解
と
ご

協
力
の
賜
物
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
こ
の
会
費
は
青
少
年
の
健
全
育
成
の

た
め
に
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
昨
年
の
使
い
道
に
つ
い
て
は
、
７
・

８
月
に
、
村
内

 27
か
所
の
小
学
生
を
主

体
と
し
た
地
域
子
ど
も
会
と
各
ス
ポ
ー

ツ
サ
ー
ク
ル
に
活
動
費
の
一
部
と
し
て

助
成
し
た
ほ
か
、
１
月
号
の
広
報
わ
し

ま
に
「
家
庭
の
日
の
作
文
」
を
掲
載
し
、

中
学
校
サ
マ
ー
ワ
ー
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
も
助
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
子
供
の

連
れ
去
り
事
件
が
全
国
で
相
次
い
で
発

生
し
て
い
る
こ
と
か
ら

 12
月
に
は
防
犯

ブ
ザ
ー
を
和
島
村
の
全
児
童
・
全
生
徒

に
配
布
い
た
し
ま
し
た
。 

　
青
少
年
育
成
村
民
会
議
で
は
、
子
供

た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
と
と
も

に
、
明
る
い
村
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

　
小
学
校
１
・
２
年
生
を
対
象
と
し
た 

”
わ
ん
ぱ
く
？
塾
　
冬
の
陣

“
が
全
２

回
の
日
程
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

　
 12
月

 25
日

 （木）
は
、
中
学
校
美
術
講
師

の
井
口
直
子
先
生
の
指
導
の
も
と
、
紙

粘
土
で
お
正
月
飾
り
や
お
せ
ち
料
理
を

作
り
ま
し
た
。 

　
子
供
た
ち
の
中
に
は
、
獅
子
舞
の
獅

子
を
作
ろ
う
と
、
友
達
同
士
互
い
に
知

恵
と
記
憶
を
振
り
絞
り
、
立
派
な
獅
子

を
完
成
さ
せ
た
り
、
み
ん
な
で
”

す
ご

ろ
く

“
を
し
よ
う
と
サ
イ
コ
ロ
を
作
る

子
も
い
ま
し
た
。
み
ん
な
が
大
満
足
の

笑
顔
で
創
造
性
あ
ふ
れ
る
作
品
を
作
り

上
げ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
１
月

 24
日

 （土）
は
、
勤
労
福
祉

セ
ン
タ
ー
が
会
場
。
前
小
島
谷
駐
在
の

勝
見
俊
弘
さ
ん
の
指
導
の
も
と
「
タ
グ

ラ
グ
ビ
ー
」
を
学
習
し
た
子
ど
も
た
ち
。 

「
め
ざ
せ
花
園
 !!
」
で
は
な
く
、
「
大

き
な
声
で
ト
ラ
イ
 !!
」
を
合
言
葉
に
、

寒
さ
な
ん
て
な
ん
の
そ
の
と
パ
ワ
ー
全

開
に
走
り
ま
わ
る
子
ど
も
た
ち
に
指
導

者
も
タ
ジ
タ
ジ
。
今
年
も
”

わ
し
ま
っ

子
“
の
わ
ん
ぱ
く
パ
ワ
ー
は
健
在
で
す
。 

      

　
 12
月

 20
日

 （土）
、
農
村
勤
労
福
祉
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
「
ミ
ニ
門
松
づ
く
り
」

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
中
村
園
芸
の
中
村
太
一
郎

さ
ん
を
メ
イ
ン
講
師
に
、
参
加
者
の
保

護
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
協
力

す
る
中
、
子
ど
も
た
ち
は
一
生
懸
命
作

業
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。
途
中
、
苦

戦
す
る
竹
を
斜
め
に
切
る
作
業
で
は
、

参
加
者
同
士
協
力
し
あ
い
、
一
人
が
竹

を
お
さ
え
、
一
人
が
の
こ
ぎ
り
を
ひ
く

と
い
っ
た
協
調
性
に
富
ん
だ
場
面
も
み

ら
れ
ま
し
た
。
　 

　
最
後
に
、
今
年
度
の
活
動
は
こ
れ
で

終
わ
り
ま
し
た
が
、
「
こ
な
か
ク
ラ
ブ
」

の
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
、
協
力
し
て
く
だ
っ

さ
た
、
講
師
先
生
や
地
域
の
皆
様
に
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 
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高
齢
者
の
方
へ

高
齢
者
の
方
へ 

高
額
医
療
費
受
領
委
任
払
制
度
の

高
額
医
療
費
受
領
委
任
払
制
度
の 

実
施
の
お
知
ら
せ

実
施
の
お
知
ら
せ 

高
齢
者
の
方
へ

高
齢
者
の
方
へ 

高
額
医
療
費
受
領
委
任
払
制
度
の

高
額
医
療
費
受
領
委
任
払
制
度
の 

実
施
の
お
知
ら
せ

実
施
の
お
知
ら
せ 

高
齢
者
の
方
へ 

〜
医
療
費
の
支
払
い
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
〜 

高
額
医
療
費
受
領
委
任
払
制
度
の 

実
施
の
お
知
ら
せ 

対
象
と
な
る
方 

ご
利
用
を
希
望 

さ
れ
る
方
は 

○自己負担限度額○ 
所得区分  
非課税世帯 
・Ⅰの方 
非課税世帯 
・Ⅱの方 
課税世帯 

（一般）の方 
課税世帯 

（上位）の方 

一部負担金割合 
 
1割 
 
1割 
 
1割 
 
2割 

自己負担限度額 
 

月 ８,０００円まで 
 

月 ８,０００円まで 
 

月１２,０００円まで 
 

月４０,２００円まで 

歯
・
口
健
康

口
健
康
づ
く
り
く
り 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
ポ
ス
タ
ー 

歯
・
口
健
康

口
健
康
づ
く
り
く
り 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
ポ
ス
タ
ー 

歯
・
口
健
康
づ
く
り 

　
　
　
　
　
　
ポ
ス
タ
ー 

　
平
成

 14
年

 10
月
１
日
の
老
人
保
健
等

の
改
正
に
よ
り
、
外
来
受
診
の
際
に
は

１
〜
２
割
の
窓
口
負
担
を
頂
い
て
お
り

ま
す
。 

　
和
島
村
で
は
皆
様
の
負
担
の
軽
減
を

図
る
う
え
か
ら
、
新
潟
県
医
師
会
、
新

潟
県
歯
科
医
師
会
及
び
、
薬
剤
師
会
並

び
に
医
療
機
関
、
保
険
薬
局
の
ご
協
力

を
得
て
、
高
齢
者
外
来
受
診
に
つ
い
て

「
高
額
受
領
委
任
払
制
度
」
を

 16
年
２

月
１
日
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。 

　
こ
の
制
度
は
外
来
受
診
の
医
療
費
が

高
額
に
な
っ
た
場
合
、
患
者
は
病
院
の

窓
口
で
、
一
定
の
自
己
負
担
限
度
額
だ

け
を
支
払
え
ば
よ
い
制
度
で
す
。 

　
残
り
の
差
額
に
つ
い
て
は
医
療
機
関

が
患
者
に
代
わ
っ
て
保
険
者
に
請
求
し

ま
す
。 

   

◎
「
老
人
保
健
」
の
方 

◎
「
国
保
の
前
期
高
齢
者
」

の
方
（
国
保
の
 70
歳
以
上

で
老
人
保
健
で
な
い
方
） 

  

※
次
の
場
合
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。 

・
公
費
負
担
医
療
・
県
及
び
市
町
村
単

独
医
療
助
成
事
業
（
県
障
な
ど
）
受

給
者
の
方
。 

・
在
宅
総
合
診
療
料
算
定
の
方
。 

・
交
通
事
故
・
国
保
被
保
険
者
資
格
証

明
書
・
労
働
災
害（
労
災
保
険
）の
方
。 

・
被
用
者
保
険
（
社
保
）
加
入
者
（
老

人
保
健
受
給
者
は
除
く
）
の
方
。 

 

　
窓
口
負
担
の
一
定
額
（
自
己
負
担
限

度
額
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

一
つ
の
医
療
機
関
（
総
合
病
院
は
受
診

科
ご
と
）
及
び
保
険
薬
局
で
の
１
か
月

の
金
額
で
す
。 

            

    

　
こ
の
制
度
の
ご
利
用
を
希
望
さ
れ
る

方
は
医
療
機
関
又
は
保
健
薬
局
の
窓
口

に
て
お
申
し
出
下
さ
い
。 

◎
制
度
の
ご
利
用
は
、
上
記
の
金
額
を

超
え
た
場
合
に
限
ら
れ
「
申
請
書
」

が
必
要
で
す
。 

◎
「
申
請
書
」
は
月
ご
と
に
必
要
で
す
。

（
総
合
病
院
等
は
受
診
科
ご
と
に
必

要
で
す
。
） 

◎
「
保
険
証
」
・
「
老
人
保
健
受
給
者

証
」
ま
た
は
「
高
齢
者
受
給
者
証
」

の
ほ
か
、
「
減
額
認
定
証
」
を
お
持

ち
の
方
は
ご
提
示
く
だ
さ
い
。 

（
市
長
村
住
民
税
が
非
課
税
の
方
は
、

「
減
額
認
定
証
」
の
交
付
を
う
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
上
記
の
金
額
に
減
額
さ
れ

ま
す
。
「
減
額
認
定
証
」
を
お
持
ち
で

な
い
方
は
、
交
付
の
手
続
き
を
し
て
下

さ
い
。
） 

　
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
住
民
福
祉

係
（
�

 74
―
３
１
１
１
）
ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。 

 

　
和
島
村
で
は
「
児
童
生
徒
等
歯
・
口
の
健
康
つ
く
り
推
進
事
業
」
の
一
環

と
し
て
小
・
中
学
生
か
ら
歯
・
口
健
康
つ
く
り
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
書
い

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
月
は
２
作
品
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

◎2月は新潟県の「労働相談強化月間」です 
　長岡労政事務所では、労働に関するさまざまな相談に
常時応じております。 
　「突然、辞めてくれと言われた」「賃金や残業手当を払っ
てくれない」「就業規則変更の留意点は」…など、労働
に関することならなんでもお気軽にご相談ください。  
◎相談は無料秘密は厳守されます 
　専門性の高い相談アドバイスに対しては、無料の弁護
士相談、産業カウンセラーによるカウンセリング相談が
受けられます。 
※カウンセリング相談には予約制です。まずご相談くだ
さい。  
◎お問合せ 
　長岡労政事務所　長岡市四郎丸町173－2 
　長岡総合庁舎　3階 
　相談時間…月曜日～金曜日 
　午前8時30分～午後5時15分 
　�37－6110

▲ 和島浄水センター 

10

○和島村下水道の範囲 

特環公共下水道　和島処理区 

和島地区　桐原処理区 

和島地区　両高処理区 

中沢地区　中沢処理区 

供 
用 
済 
91.2
％ 

供 
用 
済 
91.2
％ 

供 
用 
済 
100
％ 

供 
用 
済 
100
％ 

未供用 
8.8％ 

公共下水道 
61％ 

公共下水道 
61％ 

農業集落排水 
33％ 

農業集落排水 
33％ 

合併処理浄化槽他 
6％ 

和島村下水処理種類別割合 

第2回 和島の下水道の現状は 

　
前
回
は
、
和
島
村
の
下
水
の
種
類
に
つ

い
て
軽
く
ふ
れ
て
み
ま
し
た
。
そ
こ
で
今

月
号
で
は
和
島
村
の
下
水
の
現
状
に
つ
い

て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

☆
公
共
下
水
道 

 

　
公
共
下
水
道
の
和
島
処
理
区
は
平
成
元

年
よ
り
認
可
を
受
け
て
事
業
を
開
始
い
た

し
ま
し
た
。
そ
し
て
平
成
５
年
度
か
ら
小

谷
に
あ
る
和
島
浄
水
セ
ン
タ
ー
の
供
用
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
浄
水
セ
ン
タ
ー
の
計

画
人
口
は
約
３
３
０
０
人
。
（
観
光
人
口

含
む
）
和
島
村
の
全
人
口
の

 66
％
の
汚
水

を
こ
こ
で
処
理
し
て
い
ま
す
。 

　
和
島
処
理
区
で
は
、
全
体
計
画
面
積

 99
・
０
ｈ
ａ
に
対
し
平
成

 14
年
度
末
で

 91
・

２
ｈ
ａ
（

 91
・
２
％
）
の
整
備
が
終
了
し

て
い
ま
す
。 

　
平
成

 15
年

 12
月
に
和
島
バ
イ
パ
ス
が
全

線
完
成
し
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成

 16
年
度

か
ら
現
国
道
が
縦
断
す
る
島
崎
地
内
ほ
か

未
供
用
地
区
の
管
路
整
備
を
行
な
う
予
定

で
す
。 

             

☆
農
業
集
落
排
水 

 

　
農
業
集
落
排
水
は
現
在
、
中
沢
・
両
高
・

桐
原
の
３
箇
所
に
処
理
場
が
あ
り
ま
す
。

昭
和

 60
年
度
に
農
村
総
合
整
備
（
旧
農
村

総
合
モ
デ
ル
）
事
業
で
両
高
、
桐
原
処
理

区
事
業
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

平
成
４
年
度
と
６
年
度
に
供
用
が
開
始
さ

れ
て
お
り
ま
す
。 

　
そ
の
後
平
成
７
年
度
に
中
沢
処
理
区
が

事
業
採
択
を
受
け
て
、
平
成

 11
年
度
供
用

開
始
し
て
事
業
は
終
了
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
れ
ぞ
れ
の
処
理
区
の
対
象
は
以
下
の

と
お
り
で
す
。 

・
中
沢
処
理
区
…
中
沢
、
日
野
浦
、
高
畑 

・
桐
原
処
理
区
…
荒
巻
、
北
野
、
上
桐
、

　
三
瀬
ヶ
谷
、
根
小
屋 

・
両
高
処
理
区
…
両
高
、
城
之
丘
の
一
部 

☆
合
併
処
理
浄
化
槽 

 

　
平
成

 12
年
度
か
ら
補
助
金
の
交
付
を
始

め
、
平
成

 14
年
度
末
ま
で
に

 40
基
分
を
交

付
、
平
成

 19
年
度
ま
で
に
残
り

 31
基
の
交

付
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

　
公
共
下
水
道
事
業
区
域
及
び
農
業
集
落

排
水
事
業
区
域
以
外
の
区
域
に
お
い
て
審

査
の
う
え
家
庭
用
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
す
る
も
の
に
対
し
て
、
予
算
の
範
囲
で

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。 

 

　
宅
内
配
管
及
び
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

予
定
の
方
は
、
早
期
の
着
工
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

            

■
お
問
合
せ 

　
地
域
開
発
課
下
水
道
係 

（
�

 74
―
３
１
１
１
） 

農業集落排水事業 

特定環境保全公共下水道事業 

合併処理浄化槽 

農業集落排水処理場 

公共下水道処理場 



INFORMATION

2月の納税・納入 
固 定 資 産 税  

国 民 健 康 保 険 料  

介 護 保 険 料  

保 育 所 保 育 料  

幼 稚 園 保 育 料  

○ 

○ 

○ 

○ 

○ INFORMATION

役場　�74－3111　FAX74－2791

長岡広域圏イベント情報 

歯
の
健
康

歯
の
健
康 

Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー 

歯
の
健
康

歯
の
健
康 

Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー 

歯
の
健
康 

Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー 

『雪洞火ぼたる祭』 

◆期　日／２月７日（土）～８日（日） 
◆会　場／川口町蒼丘の杜公演 
◆内　容／夕闇に包まれると、ろうそくの灯りがほん

のりと浮かびあがり、あなたを幻想的な雰
囲気に誘います。 

◆問合せ／川口町企画商工課（� 89－3112） 

川口町 

『山谷・坪野ほんやら洞まつり』 

◆期　日／２月14日（土） 
◆会　場／小千谷市坪野 
◆内　容／ほんやら洞という小さなかまくらの中に明

かりを灯す幻想的なイベント、参加もでき
ます。 

◆問合せ／山谷小学校（� 82－2587） 

山谷小学校 

『おぐに雪まつり』 

◆期　日／２月29日（日） 
◆会　場／越後おぐに森林公園駐車場 
◆内　容／のど自慢、よさこいおどり、雪あそびコー

ナー、ごぜ唄・昔話の会、ふるさと屋台村
など多彩な催物を楽しめます。 

◆問合せ／小国町企画商工課（� 95－5906） 

小国町 

2月 

水 木 金 土 火 月 日 

 1 2 3 4 5 6 7 

 8 9 10 11 12 13 14 

 15 16 17 18 19 20 21 

 22 23 24 25 26 27 28 

 29

2月の救急診療のご案内 

※都合により当番の変更がありますので、事前にご確認ください。 
 

■内科、小児科、外科、歯科の昼間�
診療科目 診療時間 

長岡市休日急患診療所（�35－8255） 
長岡休日急患歯科診療所（�33－9644） 

内科・小児科・外科  
歯科 

9：00～18：00
9：00～16：00

13

■休日救急当番医表�

■お問い合せ及び連絡先�
長岡赤十字病院  
長岡中央綜合病院 
立 川 綜 合 病 院  
明 石 医 院  
小 林 医 院  

�28－3600 
�35－3700 
�33－3111 
�32－3262 
�27－7755

杉 本 医 院  
セントポーリアウィメンズクリニック 
トマト・レディス・クリニック 
丸 岡 医 院  

�32－1546 
�21－0800 
�39－7111 
�39－2422

■休日救急当番医表�
区　　分 午前10時～午後５時 午前９時～翌午前９時 
診療科目 産婦人科 内科・小児科・外科・産婦人科 

    8日（日）�
  11日（祝）�
  15日（日）�

    1日（日）�

  22日（日）�
  29日（日）�

セ ントポ ーリア  
ウィメンズクリニック 
杉 本 医 院  
明 石 医 院  
小 林 医 院  
丸 岡 医 院  
トマト・レディス・クリニック 

立 川 綜 合 病 院  
 
長 岡 赤 十 字 病 院  
長 岡 中 央 綜 合 病 院  
立 川 綜 合 病 院  
長 岡 赤 十 字 病 院  
長 岡 中 央 綜 合 病 院  

○お問合せ…住民課福祉係（� 74－3111） 

５日（木） 

６日（金） 

１２日（木） 

１３日（金） 

１９日（木） 

２０日（金） 

 

2月の出前予定先 
下町上集会場（島崎） 

両高集落センター 

下小島谷ふれあいセンター 

北野集落センター 

日野浦集落センター 

下富岡集落開発センター 

Ｑ
　
や
は
り
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
む
と
む

し
歯
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
か
？
 

 Ａ
　
む
し
歯
バ
イ
キ
ン
は
お
砂
糖
が

大
好
き
で
す
。
お
口
の
中
に
お
砂
糖

が
入
る
と
、そ
れ
を
栄
養
に
、あ
っ
と

い
う
間
に
増
え
ま
す
。
そ
の
時
む
し

歯
バ
イ
キ
ン
は
歯
の
表
面
で
お
砂
糖

か
ら
酸
を
つ
く
り
、歯
に
穴
を
あ
け

て
し
ま
い
ま
す
。
む
し
歯
バ
イ
キ
ン

は
ど
ん
な
お
砂
糖
も
好
き
で
す
が
、

特
に
水
に
溶
け
た
お
砂
糖
が
大
好

き
で
、す
ぐ
に
栄
養
に
し
て
多
く
の

酸
を
作
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

　
む
し
歯
予
防
に
は
、全
体
と
し
て

の
お
砂
糖
の
量
を
減
ら
す
だ
け
で

な
く
、と
り
方
も
大
切
で
す
。
ジ
ュ
ー

ス
な
ど
水
に
溶
け
た
お
砂
糖
は
特

に
有
害
で
す
。
ま
た
冷
や
し
て
飲
む

清
涼
飲
料
な
ど
は
、味
覚
が
鈍
感
に

な
る
た
め
大
量
の
砂
糖
を
入
れ
て
あ

り
ま
す
。
 

　
体
が
小
さ
い
お
子
さ
ん
が
、非
常

に
多
量
の
お
砂
糖
を
、水
に
溶
け
た

形
で
飲
む
こ
と
は
、歯
だ
け
で
な
く

体
に
も
と
て
も
有
害
で
す
。
む
し
歯

予
防
の
た
め
に
も
、体
の
成
長
の
た

め
に
も
、子
供
の
水
分
補
給
は
水
又

は
麦
茶
な
ど
、お
砂
糖
の
入
っ
て
い

な
い
も
の
を
飲
む
よ
う
に
こ
こ
ろ
が

け
ま
し
ょ
う
。
 

 

（
新
潟
県
歯
科
医
師
会
） 

開設日 

4日（水） 

11日（水） 

18日（水） 

25日（水） 

活動内容 開催場所 開催時間 

 

午前９時３０分 

から 

午前１１時３０分 

豆まき 

祝日のためお休み 

栄養相談 

おひな様作り 

発育相談 

保育所 

 

保育所 

保育所 

12

今 月 の テ ー マ 

模倣品撲滅 

　
デ
ザ
イ
ン
や
ブ
ラ
ン
ド
ロ
ゴ
マ
ー
ク
、

商
品
の
技
術
・
機
能
な
ど
を
盗
用
し
て
作

ら
れ
た
「
模
倣
品
」
。
近
年
、
知
的
財
産

を
侵
害
す
る
粗
悪
な
模
倣
品
被
害
が
、
ア

ジ
ア
地
域
を
中
心
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。 

  

　
「
産
業
財
産
権
」
の
権
利
が
発
生

す
る
の
は
い
つ
で
す
か 

 

　
知
的
財
産
権
と
は
、
知
的
創
造
活

動
に
よ
っ
て
生
み
だ
さ
れ
た
新
し
い

技
術
、
デ
ザ
イ
ン
や
著
作
物
な
ど
を
、
創

作
者
の
財
産
と
し
て
一
定
期
間
保
護
す
る

権
利
で
す
。
こ
の
う
ち
、
「
特
許
権
」
「
実

用
新
案
権
」
「
意
匠
権
」
お
よ
び
「
商
標

権
」
を
「
産
業
財
産
権
」
と
い
い
ま
す
。 

　
産
業
財
産
権
は
、
産
業
の
発
達
を
図
る

た
め
の
権
利
で
あ
り
、
特
許
庁
へ
の
出
願

後
、
審
査
を
経
て
登
録
さ
れ
た
場
合
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
権
利
者
が
、
一
定
期
間
、
そ

の
権
利
を
独
占
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

■
日
本
の
産
業
財
産
権
制
度 

・
特
　
許 

従
来
よ
り
新
し
く
、
か
つ
進
歩
性
の
あ

る
技
術
（
存
続
期
間
／

 20
年
） 

・
実
用
新
案 

物
の
形
や
構
造
、
組
み
合
わ
せ
に
よ
る

工
夫
の
考
案
（
存
続
期
間
／
６
年
） 

・
意
　
匠 

物
品
の
デ
ザ
イ
ン
（
色
彩
、
形
状
な
ど
）

（
存
続
期
間
／

 15
年
） 

・
商
　
標 

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
示
す
マ
ー

ク
（
文
字
、
図
形
、
記
号
な
ど
・
存
続

期
間
／

 10
年
／
更
新
可
能
） 

  

　
海
外
に
お
い
て
、
わ
が
国
企
業
製

品
の
模
倣
品
が
最
も
多
く
流
通
し
て

い
る
国
は
ど
こ
で
す
か 

 

　
2
0
0
2
年
に
特
許
庁
が
行
っ
た
、

企
業
に
お
け
る
模
倣
品
被
害
調
査
に

よ
る
と
、
最
も
模
倣
品
が
流
通
し
て
い
る

国
を
「
中
国
」
と
回
答
す
る
企
業
が
圧
倒

的
に
多
く
、
こ
れ
に
次
い
で
、
台
湾
、
韓

国
の
順
で
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
従
来
は
ブ
ラ
ン
ド
ロ
ゴ
や
デ
ザ
イ
ン
な

ど
を
盗
用
し
た
模
倣
品
が
多
か
っ
た
の
に

対
し
て
、
近
年
は
、
家
電
や
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ソ
フ
ト
な
ど
の
技
術
的
に
高
度
な
商
品

の
技
術
な
ど
に
対
す
る
模
倣
品
が
増
え
て

お
り
、
粗
悪
な
商
品
に
よ
る
事
故
な
ど
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

　
平
成
 14
年
に
お
け
る
知
的
財
産
権

の
侵
害
が
疑
わ
れ
る
物
品
の
輸
入
差

し
止
め
件
数
は
ど
の
く
ら
い
で
す
か 

 

　
平
成

 14
年
中
の
税
関
に
お
け
る
模

倣
品
等
を
含
む
知
的
財
産
権
侵
害
疑

義
物
品
の
輸
入
差
し
止
め
件
数
は
６
、
９

７
８
件
。
平
成

 13
年
と
比
べ
、

 2.5
倍
と
大

幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
差
し
止
め
件
数

が
最
も
多
か
っ
た
品
目
は
バ
ッ
グ
類
（

 56

・
１
％
）
で
、
次
い
で
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、

衣
類
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
模
倣
品
は
、
麻
薬
や
け
ん
銃
と
同
じ
く
、

持
ち
込
み
が
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
海
外
旅

行
の
お
み
や
げ
な
ど
で
、
知
ら
ず
に
購
入

し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
空
港
や
港
の
税

関
で
自
主
的
な
放
棄
を
求
め
ら
れ
ま
す
。 

             

　
特
許
権
の
罰
則
は
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か 

 

　
産
業
財
産
権
に
関
す
る
権
利
侵
害

に
対
し
て
、
わ
が
国
で
は
罰
則
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
商
品
の
製

造
・
流
通
な
ど
に
際
し
て
特
許
権
の
侵
害

が
あ
っ
た
場
合
、
「
最
高
５
年
の
懲
役
ま

た
は
5
0
0
万
円
以
下
の
罰
金
（
法
人
の

場
合
、
最
高
１
億
5
、
0
0
0
万
円
の
罰

金
）
」
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
産
業
財
産
権
と
し
て
登
録
さ
れ

て
い
る
技
術
や
ア
イ
デ
ア
を
盗
用
さ
れ
、

商
品
と
し
て
販
売
さ
れ
た
場
合
、
権
利
者

は
そ
の
商
品
を
悪
質
な
模
倣
品
と
し
て
、

販
売
の
差
し
止
め
と
廃
棄
を
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
模
倣
品
に
よ

る
販
売
が
本
物
の
商
品
の
売
り
上
げ
に
影

響
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
相
当
額
の
損
害

賠
償
請
求
を
行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

  

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
の
模
倣

品
の
売
買
に
つ
い
て
、
違
法
と
な
る

行
為
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か 

 

　
偽
ブ
ラ
ン
ド
品
な
ど
を
本
物
と
偽
っ

て
販
売
す
る
こ
と
は
、
産
業
財
産
権

の
侵
害
で
あ
る
と
同
時
に
、
詐
欺
罪
に
も

あ
た
り
、
法
律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

販
売
目
的
で
宣
伝
な
ど
を
行
う
こ
と
も
同

様
で
す
。
模
倣
品
は
品
質
の
悪
い
も
の
が

多
く
、
危
険
な
商
品
事
故
に
つ
な
が
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。 

　
わ
が
国
の
法
律
で
は
、
個
人
で
使
用
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
模
倣
品
を
買
う
こ

と
自
体
に
違
法
性
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
偽
物
の
商
品
が
広
が
る
こ
と
で
、
本

物
の
商
品
を
製
造
・
販
売
し
て
い
る
組
織

や
個
人
に
、
損
害
を
与
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
模
倣
品
を
持
っ
て
い
る
だ

け
で
罰
せ
ら
れ
る
国
も
あ
り
ま
す
。
も
の

づ
く
り
の
基
盤
を
育
て
て
い
く
た
め
に
も
、

模
倣
品
を
買
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 



15

司
法
書
士
に
よ
る
相
続 

登
記
の
無
料
相
談
月
間 

に
つ
い
て 

「
司
法
書
士
無
料
相
談
」

「
司
法
書
士
無
料
相
談
」 

「
司
法
書
士
無
料
相
談
」 

年
金
移
動
相
談
所 

女
性
の
た
め
の 

　
　
　
　
健
康
相
談
会 

体
験
交
流
型
観
光
講
座 

 

善
意
を
あ
り
が
と
う 

 

　
社
会
福
祉
に
役
立
て
て
ほ
し
い

と
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
々

よ
り
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

■
福
太
郎
　
様 

■
元
信
組
マ
ン
　
様 

ま
た
元
信
組
マ
ン
様
よ
り
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
こ

こ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。 

「
お
取
引
を
い
た
だ
い
た
皆
様
、

長
い
間
、
ほ
ん
と
う
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。 

―
元
信
組
マ
ン
よ
り
―
」 

農
業
従
事
者
な
ら 

　
　
　
だ
れ
で
も
加
入 

●
 60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
１
号

被
保
険
者
で
年
間

 60
日
以
上
農

業
に
従
事
す
る
人
は
誰
で
も
加

入
で
き
ま
す
。 

●
農
地
を
持
た
な
い
畜
産
・
施
設

園
芸
等
の
農
業
経
営
者
や
家
族

従
事
者
も
加
入
で
き
ま
す
。 

 

積
立
方
式
で
安
定
し
た 

　
　
　
　
　
財
政
運
営 

●
将
来
受
給
す
る
年
金
は
自
ら
が

積
み
立
て
る
方
式
と
な
り
ま
す

の
で
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に

も
対
応
で
き
、
長
期
間
に
安
定

し
た
制
度
で
す
。 

 

積
立
金
は
安
全
か
つ 

　
　
　
効
率
的
に
運
用 

●
積
み
立
て
ら
れ
た
保
険
料
は
農

業
者
年
金
基
金
が
債
権
を
中
心

に
安
全
か
つ
効
率
的
に
運
用
し

ま
す
。 

保
険
料
の
手
厚
い 

　
　
　
　
国
庫
助
成 

●
認
定
農
業
者
等
一
定
の
要
件
を

備
え
た
意
欲
の
あ
る
担
い
手
に

対
し
、
保
険
料
（
月
額
２
万
円
）

の
２
割
、
３
割
又
は
５
割
の
政

策
支
援
（
保
険
料
の
国
庫
助
成
）

が
あ
り
ま
す
。 

 

保
険
料
を
自
由
に
選
択 

●
政
策
支
援
を
受
け
な
い
場
合
、

保
険
料
を
月
額
最
低
２
万
円
か

ら
最
高
６
万
７
千
円
ま
で
千
円

単
位
で
加
入
者
自
身
が
選
択
で

き
る
通
常
保
険
料
と
、
政
策
支

援
を
受
け
る
方
が
納
め
る
特
例

保
険
料
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。 

 

税
制
面
で
も
大
き
な
優
遇
措
置 

●
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
、
年
金
給
付

に
つ
い
て
も
公
的
年
金
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。 

 

    

　
新
潟
県
司
法
書
士
会
で
は
、
毎
年
２

月
の
１
ヶ
月
間
を
『
相
続
登
記
は
お
す

み
で
す
か
月
間
』
と
定
め
相
続
登
記
に

つ
い
て
の
県
内
一
斉
無
料
相
談
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
の
機
会
に
お
近
く
の
司
法
書
士
事

務
所
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

　
相
続
登
記
や
諸
手
続
に
つ
い
て
、
無

料
で
ご
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
一
年
を
通
じ
て
毎
週
水
曜
日

の
午
後
１
時

 30
分
よ
り
４
時
ま
で
左
記

に
て
無
料
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

   

　
�
0
2
5
―
2
2
8
―
1
5
8
9 

■
お
問
合
せ 

　
新
潟
県
司
法
書
士
会 

　
〒
９
５
１
―
８
０
６
３ 

　
新
潟
市
古
町
通

 13
番
町
５
１
６
０
番
地 

   

　
こ
の
講
座
は
、
テ
ー
マ
を
「
人
が
集

ま
る
体
験
交
流
型
観
光
の
企
画
に
つ
い

て
」
と
し
て
、
体
験
交
流
型
観
光
の
企

画
ノ
ウ
ハ
ウ
を
総
合
的
に
学
ぶ
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
事
業
を
検

討
さ
れ
て
い
る
方
も
、
何
か
や
り
た
い

と
い
う
意
欲
が
あ
る
方
も
、
地
域
お
こ

し
の
成
功
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
に
来
ま

せ
ん
か
？ 

■
日
　
時 

　
２
月

 22
日

 （日） 

　
午
前

 10
時
〜
午
後
５
時 

■
会
　
場 

　
ハ
イ
ブ
長
岡
２
階
　
会
議
室
Ａ
・
Ｂ 

■
講
　
師 

　
山
口
庫
幸
氏 

　
（
奥
阿
賀
地
域
振
興
協
議
会
） 

　
関
田
隆
弘 

　
（
ま
ち
む
ら
認
定
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

　
県
地
域
政
策
課
） 

■
申
込
期
限
／
２
月

 13
日

 （金） 

■
お
申
込
み
・
お
問
合
せ 

　
長
岡
地
域
振
興
事
務
所 

　
地
域
振
興
課 

（
�

 38
―
２
５
０
７
） 

                 

   

　
日
頃
、
国
民
年
金
に
つ
い
て
疑
問
に

思
っ
て
い
る
こ
と
や
、
皆
さ
ん
自
身
の

年
金
等
を
も
っ
と
よ
く
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
次
に
よ
り
年
金
移
動
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
当
日
は
厚
生
年
金
に
関
す
る

相
談
や
年
金
請
求
の
手
続
き
な
ど
も
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

■
日
　
時 

　
２
月

 19
日

 （木） 

　
午
前

 10
時
か
ら
午
後
３
時 

■
会
　
場 

　
和
島
村
保
健
セ
ン
タ
ー 

■
相
談
員 

　
長
岡
社
会
保
険
事
務
所
係
官 

■
相
談
内
容 

　
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、 

　
そ
の
他
年
金
一
般 

■
お
問
合
せ 

　
役
場
住
民
課
　
住
民
福
祉
係 

（
�

 74
―
3
1
1
1
） 

   

　
体
が
カ
ァ
ー
と
熱
く
な
る
、
頭
痛
や

め
ま
い
が
起
き
る
等
の
更
年
期
症
状
の

あ
る
方
、
最
近
、
く
し
ゃ
み
を
す
る
と

尿
も
れ
が
あ
る
、
月
経
痛
や
月
経
不
順

で
お
困
り
の
方
、
女
性
の
た
め
の
健
康

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
は
個
別

相
談
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。 

 

■
日
　
時 

　
２
月

 16
日

 （月）
午
後
２
時
〜
４
時 

※
事
前
に
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

■
場
　
所 

　
長
岡
健
康
福
祉
環
境
事
務
所
　 

　
１
階
　
会
議
室 

　
（
長
岡
市
川
崎
町
字
前
田
２
７
１
１

番
地
１
） 

■
相
談
員
／
助
産
師 

■
ご
予
約
・
お
問
合
せ 

　
長
岡
健
康
福
祉
環
境
事
務
所 

　
地
域
保
健
課
　 

　
（
�

 33
―
４
９
３
１
） 

 

歯
と
口
の
健
康
に
つ
い
て 

 

北
辰
中
学
校
２
年
　
笠
原
　
元
詞 

　
僕
が
最
近
歯
を
み
が
く
時
、
気

を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
、
歯
と
歯

肉
の
間
を
み
が
く
こ
と
だ
。
他
に
、

朝
昼
晩
常
に
み
が
く
こ
と
を
心
が

け
て
い
る
。
だ
が
、
休
日
は
、
夜

し
か
み
が
か
な
い
こ
と
が
多
か
っ

た
の
で
、
今
後
は
気
を
つ
け
て
い

き
た
い
。 

　
歯
と
歯
肉
の
間
を
み
が
く
こ
と

は
、
以
前
歯
科
検
診
で
い
わ
れ
た

こ
と
な
の
で
、
よ
く
覚
え
て
い
る
。

小
学
生
の
時
や
急
い
で
い
る
時
な

ど
は
、
も
の
す
ご
い
速
さ
で
終
わ

ら
せ
て
い
た
の
で
、
親
か
ら
も
も

う
少
し
時
間
を
か
け
て
み
が
け
と

言
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
当
た

り
前
の
こ
と
だ
が
、
夜
、
歯
を
磨

い
た
後
は
、
何
も
食
べ
な
い
。
食

べ
た
と
し
て
も
も
う
一
度
み
が
く

こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。 

　
昔
は
、
奥
歯
に
物
が
よ
く
つ
ま
っ

た
の
で
、
銀
歯
を
つ
め
て
い
た
。

昔
か
ら
せ
ん
べ
い
な
ど
堅
い
物
を

食
べ
て
い
た
の
で
、
歯
が
丈
夫
に

な
っ
た
の
か
、
昔
虫
歯
に
な
っ
た

き
り
、
も
う
虫
歯
に
は
な
っ
て
は

い
な
い
。 

　
最
近
、
親
や
親
友
か
ら
口
臭
が

す
る
と
言
わ
れ
る
の
で
、
口
臭
を

消
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
口
臭

の
原
因
は
な
ん
な
の
か
と
疑
問
に

思
う
。
ブ
レ
ス
ケ
ア
な
ど
の
口
臭

を
消
す
も
の
を
買
っ
て
き
た
と
し

て
も
兄
に
使
わ
れ
て
す
ぐ
に
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
口
臭
の
原
因
は
、

口
の
中
に
何
百
億
の
細
菌
が
い
て
、

こ
の
細
菌
が
食
べ
か
す
等
（
歯
垢

や
舌
の
表
面
に
た
ま
っ
た
舌
苔
）

を
分
解
す
る
時
に
口
臭
成
分
が
作

り
だ
さ
れ
る
こ
と
か
ら
起
こ
る
そ

う
だ
。 

　
ま
た
朝
起
き
た
時
は
、
寝
て
い

る
間
唾
液
の
分
泌
が
少
な
く
な
っ

て
細
菌
が
増
え
、
口
の
中
が
汚
れ

る
た
め
口
臭
が
強
い
と
の
話
し
を

保
健
室
で
聞
い
た
。 

　
や
は
り
、
も
う
少
し
長
め
に
み

が
け
ば
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

朝
な
ど
は
急
い
で
い
る
の
で
長
く

み
が
け
な
い
。
歯
垢
を
取
り
除
き
、

い
つ
も
清
潔
に
し
て
お
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
唾
液
の
中
に
は
洗

い
流
す
作
用
や
殺
菌
す
る
働
き
が

あ
り
、
舌
や
ほ
ほ
、
口
を
意
識
し

て
動
か
し
て
分
泌
を
盛
ん
に
す
る

こ
と
も
良
い
と
の
事
で
あ
る
。 

　
結
局
、
間
食
を
取
り
過
ぎ
た
り

夜
な
ど
に
歯
を
み
が
か
な
か
っ
た

り
す
る
か
ら
虫
歯
に
な
る
わ
け
で

や
る
べ
き
事
を
き
ち
ん
と
し
て
い

れ
ば
虫
歯
に
な
ら
な
い
し
、一
生
自

分
の
歯
で
食
べ
て
い
け
る
と
思
う
。 

14

児
童
手
当
受
給
者
の 

み
な
さ
ん
へ 

長
岡
地
域
Ｉ
Ｔ
推
進
事
業 

Ｉ
Ｔ
講
習
会
・
事
例
発
表
会 

 

ボ
イ
ラ
ー
取
扱
技
能
講
習 

開
催
の
ご
案
内 

   

　
２
月
期
の
児
童
手
当
（
平
成

 15
年

 10

月
か
ら
平
成

 16
年
１
月
分
）
を
２
月

 10

日
に
指
定
さ
れ
た
金
融
機
関
の
口
座
に

お
振
込
み
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。 

■
支
給
額 

　
第
１
子
…
…
５
、
０
０
０
円 

　
第
２
子
…
…
５
、
０
０
０
円 

　
第
３
子
…
１
０
、
０
０
０
円 

■
支
給
対
象
者 

・
小
学
校
就
学
前
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
者 

・
前
年
の
収
入
が
一
定
額
に
満
た
な
い

も
の 

   

■
日
　
時
／
３
月

 10
日 

午
後
３
時
〜 

■
会
　
場
／
ハ
イ
ブ
長
岡 

■
講
演
会
　 

講
　
師
／
臼
井
純
子
氏 

情
報
基
盤
協
議
会
「
地
域
情
報
化
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
」 

内
　
容
／
地
域
づ
く
り
・
地
域
活
性

化
を
図
る
た
め
の
活
動
に
、
Ｉ
Ｔ
技

術
を
利
用
し
た
先
進
事
例
や
新
し
い

提
案
に
つ
い
て
の
実
践
的
な
ア
ド
バ

イ
ス 

■
事
例
発
表 

長
岡
地
域
内
に
お
け
る
地
域
づ
く
り

の
Ｉ
Ｔ
利
用
に
つ
い
て
の
実
践
例
の

紹
介 

■
対
象
者 

地
域
づ
く
り
を
行
な
っ
て
い
る
方
、

ま
た
は
興
味
の
あ
る
方
　

 50
名 

■
参
加
費
／
無
料 

■
申
込
方
法 

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
（
昼
間
連
絡
の
つ
く
も
の
）
、
活

動
団
体
、
活
動
内
容
を
記
載
の
上
、

郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
長
岡
地
域
広

域
行
政
組
合
ま
で
お
申
込
く
だ
さ
い
。 

■
申
込
締
切 

２
月

 13
日

 （金） 
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
よ
り
参

加
者
を
決
定
し
ま
す
。
抽
選
後
、
受

講
決
定
者
に
受
講
券
と
詳
し
い
案
内

を
送
付
し
ま
す
。 

■
お
問
合
せ 

長
岡
地
域
Ｉ
Ｔ
推
進
事
業
実
行
委
員

会
事
務
局 

〒
９
４
０
―
０
０
８
４ 

長
岡
市
幸
町
２
―
１
―
１
長
岡
市
役

所
幸
町
分
室
２
Ｆ
　
長
岡
地
域
広
域

行
政
組
合 

�
 37
―
６
０
６
７ 

�
 37
―
６
０
６
８ 

   

　
こ
の
講
習
は
免
許
を
必
要
と
し
な
い

小
規
模
ボ
イ
ラ
ー
の
取
扱
業
務
に
従
事

す
る
資
格
取
得
の
た
め
の
講
習
で
す
。 

　
な
お
、
本
講
習
の
講
習
修
了
証
取
得

後
、
４
ヵ
月
以
上
小
規
模
ボ
イ
ラ
ー
を

取
り
扱
っ
た
経
験
が
あ
る
と
二
級
ボ
イ

ラ
ー
技
士
の
受
験
資
格
が
生
ま
れ
ま
す
。 

■
講
習
会
場 

県
ト
ラ
ッ
ク
総
合
会
館 

（
新
潟
市
新
光
町
６
―
４
） 

■
期
　
日 

　
２
月

 19
日

 （木）
　

 20
日

 （金） 

■
定
　
員
／

 50
名 

■
受
講
料 

　
8
、
0
0
0
円 

（
非
課
税･

教
材
代
を
含
ま
な
い
） 

※
な
お
小
切
手
及
び
銀
行
振
込
送
金

は
お
断
り
い
た
し
ま
す
。
申
込
後
の

受
講
取
消
の
場
合
、
受
講
料
は
お
返

し
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。 

■
申
込
方
法 

「
ボ
イ
ラ
ー
取
得
技
能
講
習
申
込
書
」

に
①
受
講
料
等
（
現
金
又
は
郵
便
小

為
替
）
②
講
習
終
了
証
送
付
用
の
封

筒
（
受
講
者
の
住
所･

氏
名
を
記
入

し
、

 80
円
切
手
を
貼
付
し
た
も
の
）

を
添
え
ボ
イ
ラ
協
会
（
〒
9
5
0
―

0
9
6
5
　
新
潟
市
新
光
町
6
―

4･
県
ト
ラ
ッ
ク
総
合
会
館
４
階
　

日
本
ボ
イ
ラ
協
会
新
潟
支
部
）
へ
持

参
す
る
か
又
は
送
付
（
書
留
）
し
て

く
だ
さ
い
。 

■
締
切
期
日 

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
お
申
込
く
だ
さ
い
。 

■
お
問
合
せ 

〒
9
5
0
―
0
9
6
5 

新
潟
市
新
光
町
6
―
4･

県
ト
ラ
ッ

ク
総
合
会
館
４
階
　
日
本
ボ
イ
ラ
協

会
新
潟
支
部 

�
0
2
5
―
2
8
0
―
0
1
0
0
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